
口頭発表①（9/26（土）15:00-16:45、204教室）
時間 発表者氏名 発表者所属 タイトル

15:00-15:15 辻岳史
名古屋大学大学院環境学研
究科

復興プロセスへの住民参加―宮城県女川町における
アンケート調査から―

15:15-15:30 宮定章 まち・コミュニケーション
転出者の生活再建に関する調査−宮城県石巻市雄勝
町の事例−

15:30-15:45 岡本正 岡本正総合法律事務所
東日本大震災復興特別区域法の改正による土地収用
の加速化～災害復興法学の視点でみる政策形成過程
の分析

15:45-16:00 佐藤隆雄 防災科学技術研究所
３１１津波被災集落における復興の現状（４年間の軌
跡）と課題〜岩手県大船渡市末崎町碁石集落の復興
まちづくり支援を通して〜

16:00-16:15 中林一樹
明治大学大学院政治経済学
研究科

東日本大震災津波被災者の被災４年後の生活再建の
状況と復興への関わり− 大船渡・気仙沼・新地の被災
者意識調査(2015)結果から−

16:15-16:30 渥美公秀
大阪大学大学院人間科学研
究科

災害復興における時間

16:30-16:45 君嶋福芳
日本災害復興学会復興支援
委員会

口永良部島噴火災害支援報告

口頭発表②（9/26（土）15:00-16:45、205教室）
時間 発表者氏名 発表者所属 タイトル

15:00-15:15 杉山高志 京都大学情報学研究科
「Days-Before」の視座を用いた被災者の語りの研究
阪神・淡路大震災の被災者を例に

15:15-15:30 宮前良平
大阪大学大学院人間科学研
究科

復興による喪失という視点から見た被災写真返却活動

15:30-15:45 小林秀行
東京大学大学院学際情報学
府

緊急コミュニティ組織による組織間連携－東日本大震
災を事例として－

15:45-16:00 松木優子 松山赤十字病院
東日本大震災時の沿岸地域の孤立集落における住民
の共助活動

16:00-16:15 山口洋典
立命館大学サービスラーニン
グセンター

寄り添い型復興支援の先にあるもの：役に立たないも
のの役立て方

16:15-16:30 佐藤翔輔
東北大学災害科学国際研究
所

被災地大学での講義を通した復興人材育成の試み

16:30-16:45 天野和彦
福島大学うつくしまふくしま未
来支援センター

防災教育における「大規模避難所」運営シミュレーショ
ン教材の開発について

口頭発表③（9/26（土）15:00-16:30、209教室）
時間 発表者氏名 発表者所属 タイトル

15:00-15:15 北村育美
福島大学ふくしま未来学推進
室

東日本大震災で原発事故により避難を余儀なくされた
住民の「喪失」に関する研究

15:15-15:30 近藤誠司 関西大学社会安全学部
災害漫画のポテンシャル　—描かれた福島、３つのイン
ビジブル—

15:30-15:45 竹内宏規
関西学院大学大学院総合政
策研究科

原子力損害賠償の政策的見直し−ルーマンのリスク論
を手掛かりとして−

15:45-16:00 大門大朗
大阪大学大学院人間科学研
究科

『被災地のリレー』の計量調査－東日本大震災後の日
本社会に着目して

16:00-16:15 渡辺圭
東北福祉大学感性福祉研究
所

寄付による被災地支援に関する一考察―クラウドファ
ウンディグに焦点をあてて―

16:15-16:30 菅野拓 人と防災未来センター 東日本大震災における復興財政の全体像

ポスター発表（コアタイム　9/27（日）11:45-12:45、203教室）
日時 発表者（代表）氏名 発表者（代表）所属 タイトル

平山弘 阪南大学流通学部 災害によるブランド価値基盤の転換

稲垣文彦 中越防災安全推進機構 新潟県中越沖地震メモリアル施設の取り組みについて

菊池遼 東北大学経済学研究科
宮城県の応急仮設住宅における管理・運営体制の多
様性の考察

林衛 富山大学人間発達科学部
語られないものは残らない—大川小事故検証委失敗原
因の比較再検証

松田曜子
関西学院大学災害復興制度
研究所

被災地支援活動記録の共同翻訳行為における災害知
識形成過程の考察

9/27（日）
11:45-12:45


